
カリキュラムマップ

※達成レベル　C:理解できる→B:説明できる→A:実施できる

① ② ③
看護研究 C

看護倫理 C

看護理論 C

看護教育論 C

看護管理論 C

看護政策論 C

コンサルテーション論 C

ヘルスアセスメント C

病態生理学 C

臨床薬理学 C

基礎看護学特論 C

基礎看護学演習 B

基礎看護学特別研究 A A

成人看護学特論 C

成人看護学演習 B

成人看護学特別研究 A A

災害看護学特論 C

災害看護学演習 B

災害看護学特別研究 A A

地域看護学特論 C

地域看護学演習 B

地域看護学特別研究 A A

老年看護学特論 C

老年看護学演習 B

老年看護学特別研究 A A

母子看護学特論 C

母子看護学演習 B

母子看護学特別研究 A A

がん看護学特論Ⅰ C

がん看護学特論Ⅱ C

がん看護学特論Ⅲ C

がん看護学特論Ⅳ C

がん看護学特論Ⅴ C

がん看護学演習Ⅰ B

がん看護学演習Ⅱ B

がん看護学実習Ⅰ A

がん看護学実習Ⅱ A

がん看護学実習Ⅲ A

がん看護学実習Ⅳ A

がん看護学課題研究 A A

②専門看護師教育課程では、個人、家族および集団に対して、キュアとケアの融合による高度な看護学の知
識・技術を駆使して対象の治療・療養・生活過程の全般を統合・管理し、卓越した看護ケアを提供できる能力、
高度な実践、教育、相談、研究、調整、倫理の６つの能力が高まり、看護活動を創意工夫して変革できる能力
を十分に有していること。

③医学系研究科修士課程において上記の単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受けたうえ、修士論文の
審査および最終試験に合格すること。

学位授与の方針（ディプロマポリシー）

学位授与の方針

①論文課程では、専門性の高い高度な看護ケアを実践する能力、自らの知識と技術を磨く自己研鑽能力、科
学的・理論的に判断し説明する能力、医学・看護学の発展のために研究を計画・実行し、その成果を公表する
能力を十分に有していること。

科目名等

共通科目

教育研究区分

専門看護
師教育課
程（CNS)

母子看護学

専門科目

がん看護ＣＮＳ

基礎看護学

成人看護学

災害看護学

地域看護学

老年看護学



① ② ③
学位授与の方針

科目名等教育研究区分

災害看護学特論Ⅰ C

災害看護学特論Ⅱ C

災害看護学特論Ⅲ C

災害看護学特論Ⅳ C

災害看護学演習Ⅰ B

災害看護学演習Ⅱ B

災害看護学演習Ⅲ B

災害看護学実習Ⅰ A

災害看護学実習Ⅱ A

災害看護学実習Ⅲ A

災害看護学実習Ⅳ A

災害看護学課題研究 A A

老年看護学特論Ⅰ C

老年看護学特論Ⅱ C

老年看護学特論Ⅲ C

老年看護学特論Ⅳ C

老年看護学特論Ⅴ C

老年看護学演習Ⅰ B

老年看護学演習Ⅱ B

老年看護学実習Ⅰ A

老年看護学実習Ⅱ A

老年看護学実習Ⅲ A

老年看護学課題研究 A A

専門看護
師教育課
程（CNS)

災害看護ＣＮＳ

老年看護ＣＮＳ
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